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経
済
産
業
省
は
全
国
の
関
係

事
業
者
団
体
の
代
表
者
宛
に
武

藤
容
治
大
臣
名
で
、
「
価
格
交

渉

推

進

月

間

の

実

施

に

つ

い

て
」
と
題
し
た
要
請
文
を
出
し

ま
し
た
が
、
九
月
の
一
か
月
だ

け
で
は
と
て
も
対
応
は
難
し
く

長
期
に
わ
た
っ
て
の
交
渉
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま

た

、

二

面

に

既

法

の

通

り
、
東
京
都
の
最
低
賃
金
が
十

月
三
日
よ
り
、
時
給
一
二
二
六

円
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

ま
す
。 

                   

 

経
済
産
業
省
の
要
請
文
の
要

旨
は
次
の
通
り
。 

「

物

価

高

が

継

続

す

る

中

、

物
価
上
昇
に
負
け
な
い
大
幅
な

賃
上
げ
を
成
し
遂
げ
て
い
く
た 

め
、
原
資
の
確
保
が
不
可
欠
で 

あ
り
、
よ
り
一
層
の
価
格
転
嫁
、

取
引
適
正
化
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

米

国

の

関

税

措

置

に

よ

る

影
響
等
が
不
透
明
な
中
に
あ
っ

て
も
、
三
〇
年
間
続
い
た
停
滞

か
ら
脱
却
し
、
継
続
的
な
賃
上

げ
が
実
現
す
る
成
長
型
の
経
済

に
転
換
す
る
た
め
に
は
価
格
転

嫁
、
取
引
適
正
化
の
取
組
を
継

続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ

れ

ま

で

、

官

民

を

挙

げ

て
推
進
し
て
き
た
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
の
取
引
適
正
化

の
取
組
を
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
十
分
な
配
慮
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
９

月
は
、
二
〇
二
五
年
度
下
期
の

価
格
改
定
時
期
を
迎
え
る
企
業

も
多
く
、
価
格
交
渉
・
価
格
転

嫁
に
と
っ
て
大
事
な
時
期
と
な

り
ま
す
の
で
、
何
卒
御
協
力
く

だ
さ
い
。 

 

価
格
転
嫁
の
現
状
を
み
る

と
、
受
注
企
業
が
、
「
コ
ス
ト

上
昇
額
の
う
ち
価
格
転
嫁
で
き

た
額
」
の
割
合
は
、
未
だ
に
五

割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
一
層

の
転
嫁
率
の
向
上
が
課
題
で
す
。

政
府
と
し
て
は
、
二
〇
二
一
年

九
月
以
来
、
毎
年
九
月
と
三
月

を

「

価

格

交

渉

促

進

月

間

」

（
以
下
、
「
月
間
」
と
い
う
）

と
位
置
づ
け
、
「
月
間
」
終
了

後
に
、
受
注
側
中
小
企
業
の
皆

様
を
対
象
に
、
価
格
交
渉
・
転

嫁
等
の
状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。 

 

ま

た

、

取

組

状

況

が

芳

し

く
な
い
発
注
企
業
ト
ッ
プ
に
対

し
て
は
、
下
請
中
小
企
業
振
興

法
に
基
づ
き
、
事
業
所
管
大
臣

名
で
の
指
導
・
助
言
を
行
い
、

自
発
的
な
改
善
を
促
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
年
九
月
以
降
、

「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」
に
基

づ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
下

請
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

情
報
を
活
用
し
、
迅
速
な
注
意

喚
起
を
実
施
し
ま
す
。
」
と
し

て
い
ま
す
。 

 
 

 

実
際
に
価
格
交
渉
で
は
、
交

渉
に
は
応
じ
て
も
ら
え
る
と
い

う
企
業
が
増
え
て
は
来
て
い
る

も
の
の
、
要
求
に
対
し
て
半
分

し
か
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

な
ど
、
価
格
転
嫁
で
き
た
と
い

う
企
業
の
割
合
は
低
く
、
「
一

〇
％
の
要
求
に
対
し
て
五
％
し

か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
現
実

は
厳
し
い
。
地
道
に
交
渉
し
て

い
く
し
か
な
い
」
と
い
っ
た
声

も
多
い
よ
う
で
す
。 

今

年

の

春

も

大

企

業

は

軒

並
み
満
額
回
答
の
賃
上
げ
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
が
、
小

規
模
・
零
細
企
業
の
現
実
は
厳

し
く
、
今
月
よ
り
最
低
賃
金
が

上
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
価

格
転
嫁
が
出
来
な
け
れ
ば
経
営

難
に
陥
る
企
業
が
増
え
て
く
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

組

合

で

も

組

合

員

へ

の

周

知
徹
底
を
図
り
、
全
面
的
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る

の
で
、
何
な
り
と
組
合
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

ま

た

、

二

〇

二

六

年

一

月

一
日
よ
り
、
中
小
企
業
庁
お
よ

び
全
国
の
地
方
経
済
産
業
局
に

配
置
さ
れ
て
い
る
取
引
調
査
員

の
通

称

で

あ

る

「

下

請

Ｇ

メ

ン
」
の
名
称
と
、
全
国
四
七
都

道
府

県

に

設

置

さ

れ

て

い

る

「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
の
名
称

を
、

そ

れ

ぞ

れ

「

取

引

Ｇ

メ

ン
」
と
「
取
引
か
け
こ
み
寺
」

に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
電
話
は
左
記
へ
。 

０
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経済産業省が関係団体に要請文  

「価格交渉促進月間」の実施 

について組合員へ周知徹底を 
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東
京
都
が
最
低
賃
金
を 

 
 

 

時
給
一
二
二
六
円
に 

 

東

京

都

最

低

賃

金

（

地

域

別
最
低
賃
金
）
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
本
年
六
月
三
〇
日
、
東

京
労
働
局
長
か
ら
東
京
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
に
対
し
諮
問
を

行
い
ま
し
た
。
同
審
議
会
は
審

議
の
結
果
、
八
月
七
日
、
現
行

の
時
間
額
一
一
六
三
円
を
六
三

円
引
き
上
げ
て
一
二
二
六
円
に

改
正
す
る
（
引
上
げ
率
五
・
四

二
％
）
こ
と
が
適
当
で
あ
る
旨

の

答

申

を

行

い

ま

し

た

。 

 

こ
れ
を
受
け
て
東
京
労
働
局

長
は
、
答
申
内
容
の
公
示
等
所

要
の
手
続
き
を
経
て
、
東
京
都

最
低
賃
金
を
時
間
額
一
二
二
六

円
と
す
る
決
定
を
行
い
、
九
月

三
日
に
官
報
公
示
を
行
い
ま
し 

た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
七
年 

 

 

十
月
三
日
で
す
。 

東

京

労

働

局

で

は

、

引

き

続
き
、
改
正
さ
れ
た
最
低
賃
金

額
を
始
め
と
す
る
最
低
賃
金
制

度
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
業
務
改
善
助
成
金
、
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
な
ど
支

援
施
策
を
推
進
し
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。 

                           

リ
ン
テ
ッ
ク
温
室
効
果 

 

ガ
ス
削
減
取
組
み
を
加
速 

 

リ

ン

テ

ッ

ク

は

、

科

学

的

根
拠
に
基
づ
い
た
温
室
効
果
ガ

ス(

以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ)

排
出
削

減
目
標
「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」
の
認
定
機

関
で
あ
る
「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ 

(

以
下
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
ｉ)

」

よ
り
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。 

 

当
社
グ
ル
ー
プ
は
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
的
な
成
長
を
遂

げ
て
い
く
た
め
、
二
〇
三
〇
年

の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
て
長

期

ビ

ジ

ョ

ン

「

L
I
N
T
E
C
 

S
U
S
T
A
I
N
A
B
I
L
I
T
Y
 
V
I
S
I
O
N
 

2
0
3
0

（L
S
V
 
2
0
3
0

）
」

を

掲

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題

に
対
し
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
役
割
・
責
任
を
し
っ
か

り
と
果
た
す
べ
く
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
重

点
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
「
脱

炭
素
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
」

に
向
け
て
、
今
後
も
引
き
続
き

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

 
日
本
ウ
エ
ス
ト 

関
東
営
業
所
を
開
設 

 

日

本

ウ

エ

ス

ト

㈱

は

、

八

月
十
二
日
よ
り
「
日
本
ウ
エ
ス

ト
㈱
関
東
営
業
所
」
を
開
設
し
、

営
業
部
門
な
ら
び
に
物
流(
収

集
運
搬)

部
門
を
同
営
業
所
へ

移
転
し
ま
し
た
。 

同

社

で

は

こ

れ

を

機

に

よ

り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

新

営

業

所

の

住

所
、

電

話

、

Ｆ
Ａ
Ｘ
は
左
記
の
通
り
。 

〒
三
五
〇-

〇
八
二
一 

埼

玉
県
川
越
市
福
田
一
四
七 

☎
〇
四
九-

二
三
九-

三

二

三
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
九-

二
三

九-

三
二
二
三 

 

マ
ル
ウ
接
着
東
京
支
店 

建
て
替
え
の
た
め
移
転 

 

マ

ル

ウ

接

着

東

京
支

店

は

、

建
物
の
建
て
替
え
工
事
に
よ
り

東
京
支
店
・
倉
庫
及
び
営
業
事

務
所
を
九
月
十
六
日
よ
り
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

移

転

後

も

従

来

通

り

業

務

を
継
続
し
、
電
話
番
号
お
よ
び

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の
変
更
は
な
い
。 

新

拠

点

の

住

所

は

次

の

通

り
。 ■

東
京
支
店
・
倉
庫 

〒
一
三
六-

〇
〇
八
二 

江

東
区
新
木
場
三-

五-

六 

新

木
場
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
二
階 

☎
三
五
二
二-

六
七

〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
三
五
二
二-

六
七
〇
六 

■
営
業
事
務
所 

〒
一
三
六-

〇
〇
八
二 

江

東
区
新
木
場
二-

五-

二 

新
木

場
第
二
物
流
セ
ン
タ
ー
三
階 

                                 

東京都最低賃金改正のお知らせ 

※ 東京都最低賃金は、令和７年１０月３日から 

       時間額１，２２６円に改正されます。 

   東京都内で働く全ての労働者に適用されます。 

＜問合先＞ 

 東京労働局労働基準部賃金課（TEL 03-3512-1614（直通)) 
 東京働き方改革推進支援センター（TEL 0120-232-865） 
 



                    

 
 

 

 

資

材

価

格

の

高

騰

や

人

材

確
保
の
難
し
さ
…
。
経
営
者
と

な
っ
た
今
、
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と

つ
が
現
実
と
し
て
重
く
の
し
か

か
る
こ
と
を
、
日
々
痛
感
し
て

い
ま
す
。 

技

術

継

承

の

壁

や

激

し

さ

を
増
す
価
格
競
争
な
ど
、
心
配

事
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
活
路
は
必
ず

あ
る
は
ず
で
す
。 

私

は

か

つ

て

、

健

康

食

品

業
界
の
専
門
紙
で
七
年
間
記
者

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

退
職
し
、
日
本
ラ
ベ
ル
に
入
社

す
る
ま
で
に
少
し
の
空
白
期
間

が
あ
り
ま
し
た
。 

最

初

は

自

由

な

時

間

を

満

喫
し
て
い
た
も
の
の
、
次
第
に

「
何
も
し
て
い
な
い
自
分
」
へ

の
罪
悪
感
が
強
ま
り
、
苦
し
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、
亡
き
父
か
ら
「
今
し
か

で
き
な
い
こ
と
を
や
れ
」
と
言

葉
を
も
ら
い
、
私
は
一
念
発
起

し
、
自
宅
か
ら
富
士
山
ま
で
の

約
一
四
〇
㎞
を
歩
く
挑
戦
を
決

意
し
ま
し
た
。 

準

備

を

重

ね

、

臨

ん

だ

当

日
。
筋
肉
の
痛
み
に
耐
え
な
が

ら
も
一
歩
一
歩
進
み
、
時
に
は

迷
い
、
時
に
は
弱
音
を
吐
き
な

が
ら
も
、
５
日
間
を
か
け
最
終

的
に
は
富
士
山
の
頂
で
美
し
い

ご
来
光
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
の
と
き
見
た
景
色

は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。 

こ

の

経

験

が

私

に

「

ネ

バ

ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
と
い
う
精
神

を
根
づ
か
せ
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。
経
営
の
現
場
も
ま
た
挑

戦
の
連
続
で
す
が
、
工
夫
と
努

力

で

必

ず

活

路

は

あ

る

と

信 

じ
て
い
ま
す
。 

先

日

あ

る

印

刷

会

社

の

社

長
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
設
備
数
が
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
少
人
数
で
定
時

退
社
を
実
現
し
て
い
る
と
の
こ

と
。 導

線

の

工

夫

、

機

械

メ

ー

カ
ー
を
あ
る
程
度
統
一
す
る
こ

と
で
複
数
人
に
よ
る
機
械
操
作

の
柔
軟
な
分
担
、
そ
し
て
社
長

ご
自
身
が
現
場
経
験
を
積
ん
で

い
る
こ
と
も
大
き
な
強
み
で
し

た
。
さ
ら
に
、
設
備
特
性
を
熟

知
し
た
う
え
で
、
他
に
は
な
い

ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
も
数
多
く
生

み
出
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
熱
量
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
、

「
私
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
」

と
心
が
震
え
る
思
い
で
し
た
。 

今

が

ベ

ス

ト

だ

と

は

思

い

ま
せ
ん
。
も
っ
と
作
業
効
率
を

上
げ
、
自
社
の
機
械
を
活
か
し

て
、
世
の
中
に
ま
だ
存
在
し
な

い
よ
う
な
独
自
製
品
を
創
出
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。 

今

年

か

ら

本

格

的

に

組

合

活
動
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
は
仕
組
み
も

わ
か
ら
ず
戸
惑
う
こ
と
も
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
同
業
の
皆
さ

ん
と
学
び
合
い
語
り
合
う
中
で

多
く
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。 

特

に

、

勉

強

会

後

の

懇

親

会
で
は
、
普
段
は
な
か
な
か
聞

け
な
い
業
界
の
リ
ア
ル
な
話
や
、

先
輩
方
の
経
験
談
を
伺
う
こ
と

が
で
き
、
大
き
な
学
び
と
な
り

ま
し
た
。
仕
事
で
困
っ
た
と
き

に
相
談
で
き
る
存
在
が
で
き
た

こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
何
よ
り

も
心
強
い
こ
と
で
す
。 

先

日

の

ラ

ベ

ル

フ

ェ

ス

タ

に
て
九
州
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
の
セ
ミ
ナ
ー
で
拝
聴
し
た
、

工
場
長
同
士
が
学
び
合
う
取
り

組
み
の
話
も
印
象
的
で
し
た
。 

 
 

経

営

者

同

士

の

つ

な

が

り

だ
け
で
な
く
、
現
場
の
従
業
員

同
士
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
機
会

が
増
え
れ
ば
、
こ
の
業
界
は
さ

ら
に
力
強
く
、
持
続
可
能
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

日
本
ラ
ベ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
s
:
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富士山までの 140 ㎞を歩き 

〝ネバーギブアップ〟の精神が 

㈱日本ラベル 平山雄太  
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■
資
源
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は こ

こ

最

近

「

資

源

循

環

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
言
葉
を

目
に
し
た
り
耳
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

こ

れ

は

ラ

ベ

ル

台

紙

の

水

平
リ
サ
イ
ク
ル(

廃
棄
さ
れ
た

も
の
を
再
び
同
じ
製
品
に
戻
す

高
度
な
リ
サ
イ
ク
ル)

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。 

ラ

ベ

ル

を

製

造

・

使

用

す

る
に
あ
た
り
必
要
不
可
欠
な
台

紙
を
「
剥
離
紙
」
か
ら
、
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル(

廃
棄
さ

れ
た
も
の
か
ら
分
別
、
粉
砕
、

溶
融
、
押
出
な
ど
を
経
て
、
新

し
い
製
品
の
原
料
と
し
て
使
用

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
手
法)

可
能

な
素
材
で
設
計
さ
れ
た
「
リ
サ

イ
ク
ル
専
用
台
紙
」
に
置
き
換

え
、
使
用
済
み
の
ラ
ベ
ル
台
紙

を
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
「
有
価
物
」

と
し
て
回
収
し
ま
す
。 

回

収

し

た

「

リ

サ

イ

ク

ル

専
用
台
紙
」
を
マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
再
び
「
リ
サ
イ

ク
ル
専
用
台
紙
」
の
原
料
に
使

用
す
る
こ
と
で
、
資
源
と
し
て 

循
環
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い 

   

ま
す
。 

剥

離

紙

は

年

間

一

三

・

九

億
㎡
の
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物

と
し
て
、
燃
焼
・
廃
棄
、
固
形

燃
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

量
は
東
京
ド
ー
ム
に
換
算
す
る

と
、
何
と
約
三
万
個
分
の
面
積

に
な
り
ま
す
。 

■
三
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
は 

 

剥
離
紙
の
処
分
に
つ
い
て
は

禁
忌
品
扱
い
さ
れ
る
な
ど
昔
か

ら
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
、
組
合
で
は
二
十
年

前
か
ら
日
本
ウ
エ
ス
ト
と
契
約

を
結
び
、
剥
離
紙
を
固
形
燃
料

(

Ｒ
Ｐ
Ｆ)

に
す
る
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
と
し
て
処
理
し
て
い

ま
す
。 

 

さ
ら
に
こ
の
上
を
行
く
の
が
、

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
や
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、
一
回

使
用
し
た
剥
離
紙
を
さ
ら
に
剥

離
紙
に
戻
す
と
い
う
も
の
で
、

ま
さ
に
資
源
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。 

日

本

国

内

で

は

、

二

〇

〇

〇
年
に
制
定
さ
れ
た
循
環
型
社 

会
形
成
推
進
基
本
法
に
お
い
て 

３
Ｒ
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
３
Ｒ
と
は
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ 

   

ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
／
廃
棄
物
を

減
ら
す
）
、
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ

ユ
ー
ス
／
廃
棄
物
を
再
使
用
す

る
）
、
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ

サ
イ
ク
ル
／
廃
棄
物
を
再
原
料

化
す
る
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た

言
葉
で
す
。 

 

 

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
サ
ー
マ
ル 

リ
サ
イ
ク
ル
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
に
は
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
と

カ
ス
ケ
ー
ド
サ
イ
ク
ル
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。 

 

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
と
は 

Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ

ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
が
代

表
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
カ
ス
ケ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル

と
は
元
の
製
品
と
は
異
な
る
製

品
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

■
課
題
も
多
い
資
源
循
環
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

 

資
源
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

考
え
は
将
来
の
環
境
問
題
や 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
に
沿
っ
た
も 

の
で
す
が
、
そ
の
実
現
ま
で
に

は
剥
離
紙
を
ど
う
や
っ
て
誰
が

回
収
す
る
の
か
、
品
質
の
問
題
、    

価
格
を
現
在
と
同
じ
で
供
給
で

き
る
の
か
等
々
、
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
数
多
く

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。 

 

現
在
資
源
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
日
榮
新
化
が
中
心
と
な

っ
て
タ
ッ
ク
紙
メ
ー
カ
ー
、
シ

ー
ル
印
刷
業
者
、
イ
ン
キ
メ
ー

カ
ー
が
日
々
研
究
開
発
を
重
ね

て
い
る
の
で
、
近
い
将
来
実
現

で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

日

本

は

い

ま

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
経
済
活
動
の
中
で
廃
棄
さ
れ

て
い
た
製
品
や
原
材
料
な
ど
を

「
資
源
」
と
し
て
循
環
さ
せ
、

設
計
段
階
か
ら
廃
棄
物
を
発
生

さ
せ
な
い
と
い
う
考
え
を
軸
に

し
た
経
済
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 

ま
さ
に
こ
の
「
資
源
循
環
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
こ
そ
が
、
国
が

推
し
進
め
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
に
沿
っ
た
も
の
な
の

で
す
。 

 

【
引
用
資
料
】 
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ご
存
知
で
す
か
？ 

ラ
ベ
ル
剥
離
紙
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル 

「
資
源
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は 

https://www.shigenjunkan.com/project
https://www.shigenjunkan.com/project


■
尿
検
査
で
分
か
る
こ
と 

尿

検

査

で

は

、

以

下

の

五

つ
の
項
目
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。 

・
尿
蛋
白 

・
尿
糖 

・
尿
潜
血 

・
尿
沈
渣 

・
尿
比
重 

      
 

         

こ
れ
ら
の
項
目
か
ら
、
腎
臓

病
や
膀
胱
・
尿
管
・
尿
道
、
糖

尿
病
な
ど
の
病
気
の
可
能
性
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま

た

、

心

臓

病

や

肝

臓

病

、

ス
ト
レ
ス
、
妊
娠
ま
で
も
尿
で

兆
候
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
簡
易
的
な
健
康
診
断
で
も

必
ず
実
施
さ
れ
て
い
る
検
査
で

す
。 

■
尿
蛋
白 

 

尿
に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質

の
量
を
調
べ
る
検
査
で
、
腎
臓

が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
わ
か
り
ま
す
。
何
ら
か

の
原
因
で
腎
臓
の
機
能
が
低
下

し
て
い
る
と
、
本
来
は
腎
臓
で

処
理
さ
れ
る
べ
き
た
ん
ぱ
く
が

尿
に
混
じ
っ
て
排
出
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。 

な

お

身

体

的

に

は

健

康

で

も
、
激
し
い
運
動
を
し
た
後
や

生
理
前
後
、
発
熱
時
、
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
と
き
な
ど
は
尿
た
ん

ぱ
く
が
出
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

再
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

■
尿
糖 

尿

中

の

ブ

ド

ウ

糖

の

量

を

調
べ
る
検
査
で
す
。
腎
臓
の
機

能
低
下
や
血
糖
値
が
一
定
数
値

を
超
え
た
と
き
な
ど
に
、
糖
が

尿
中
に
漏
れ
出
て
き
ま
す
。
ま

ず
考
え
ら
れ
る
病
気
と
し
て
は

糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
が
、
妊
娠

中
は
糖
が
出
や
す
い
で
す
。 

若

く

て

も

、

疲

労

や

ス

ト

レ
ス
で
糖
が
出
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
異
常
が
見
ら

れ
る
際
に
は
再
検
査
を
勧
め
て

く
だ
さ
い
。 

■
尿
潜
血 

尿

に

血

液

が

混

じ

っ

て

い

る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
で
、

尿
が
排
出
さ
れ
る
ま
で
の
器
官

に
異
常
が
あ
る
と
、
潜
血
が
見

ら
れ
ま
す
。
一
時
的
な
潜
血
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
、
一
度
潜
血

が
見
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
疾

患
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

 
 

ま

た

、

生

理

中

の

女

性

が

尿
検
査
を
受
け
る
と
、
潜
血
と

診
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
結
果
を
知
る
た
め
に
は
、

い
ず
れ
の
場
合
も
再
検
査
が
必

要
で
す
。 

■
尿
沈
渣 

尿

を

遠

心

分

離

器

に

か

け

た
と
き
に
沈
殿
し
た
尿
中
の
細

胞
成
分
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

顕
微
鏡
で
観
察
し
て
、
細
胞
成

分
の
数
や
形
状
か
ら
疾
患
を
推

測
し
ま
す
。
な
お
、
尿
沈
渣
は

全
て
の
人
に
受
け
て
も
ら
う
検

査
で
は
な
く
、
尿
蛋
白
や
尿
潜

血
で
陽
性
と
な
っ
た
と
き
に
行

わ
れ
る
検
査
で
す
。 

【
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
考
え

ら
れ
る
病
気
】 

赤

血

球

の

異

常

…

急

性

腎

炎
、
慢
性
腎
炎
、
腎
結
石
な
ど 

白

血

球

の

異

常

…

腎

盂

腎

炎
、
膀
胱
炎
な
ど 

上

皮

細

胞

の

異

常

…

膀

胱

炎
、
尿
道
炎
な
ど 

円

柱

細

胞

の

異

常

…

慢

性

腎
炎
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
な

ど 

結

晶

成

分

の

異

常

…

腎

結

石
、
急
性
肝
炎
、
閉
塞
性
黄
疸

な
ど 

■
尿
比
重 

腎

臓

の

働

き

に

異

常

が

な

い
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
腎

臓
は
体
内
の
状
況
に
応
じ
て
濃

度
の
異
な
る
尿
を
作
っ
て
排
泄

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
体
内
の

水
分
量
を
調
整
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
腎
臓
に
異
常
が
あ
る

と
き
は
調
整
が
利
か
ず
、
基
準

値
か
ら
外
れ
た
数
値
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

■
異
常
な
尿
の
色 

正

常

な

お

し

っ

こ

の

色

は

薄
い
黄
色
で
す
。
血
中
の
赤
血

球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
壊
れ
る

と
ビ
リ
ル
ビ
ン
が
で
き
ま
す
。 

ビ
リ
ル
ビ
ン
は
十
二
指
腸
で
、

腸
内
細
菌
に
よ
っ
て
ウ
ロ
ビ
リ

ノ
ー
ゲ
ン
に
還
元
さ
れ
ま
す
。 

 

ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
は
腸
管

か
ら
再
吸
収
さ
れ
て
尿
中
に
排

泄
さ
れ
、
さ
ら
に
酸
化
し
ウ
ロ

ビ
リ
ン
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ウ

ロ
ビ
リ
ン
は
黄
色
で
、
尿
の
水

分
で
薄
ま
る
の
で
、
正
常
な
尿

は
薄
い
黄
色
に
な
り
ま
す
。 

 

【
参
考
資
料
】 
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No216 健康がいちばん !  

蛋白、糖、など５項目チェック  

尿検査で腎臓病などが分かる  

 

https://hss.wellcoms.jp/
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三
條
機
械
製
作
所(

新
潟
県
三

条
市
猪
子
場
新
田 
☎
０
２
５

６
‐
４
５
‐
３
１
３
１)
で
は
、

こ
の
ほ
ど
同
社
初
と
な
る
ナ
ロ

ー
ウ
エ
ブ
タ
イ
プ
の
フ
レ
キ
ソ

印
刷
機
「
Ｓ
Ｍ
Ｗ
‐
Ｔ
ｚ
ｅ
ｒ

ｏ
‐
３
５
０
」
を
開
発
し
、
先

月
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「 

 
 

ラ
ベ
ル
エ
キ
ス

ポ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

２
０
２
５
」
で

初
披
露
さ
れ
ま

し
た
。 

Ｓ
Ｍ
Ｗ
‐
Ｔ
ｚ

ｅ
ｒ
ｏ
‐
３
５

０
は
Ｕ
Ｖ
フ
レ

キ
ソ
輪
転
方
式

を
採
用
し
、
か

つ
同
社
の
強
み 

で
あ
る
ユ
ー
ザ

ー
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
機
械
設
計

能
力
を
融
合
し

た
新
型
ラ
ベ
ル

印
刷
機
で
す
。 

   

    

 

同

社

で

は

こ

れ

ま

で

レ

タ

ー
プ
レ
ス
や
オ
フ
セ
ッ
ト
方
式

の
ラ
ベ
ル
印
刷
機
を
開
発
・
販

売
し
て
い
た
が
、
今
回
初
め
て

フ
レ
キ
ソ
方
式
の
ラ
ベ
ル
印
刷

機
を
開
発
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
課

題
で
あ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
不
足
を

「
ス
キ
ル
レ
ス
化
」
と
「
高
速

化
」
に
よ
り
解
決
し
た
と
し
て

い
ま
す
。 

特

に

印

刷

見

当

自

動

調

整

監
視
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
」

に
よ
る
見
当
調
整
・
監
視
の
自

動
化
は
人
材
不
足
の
ラ
ベ
ル
印

刷
業
界
に
大
き
く
寄
与
で
き
ま

す
。 同

機

は

最

大

紙

幅

三

五

〇

㎜
、
最
大
印
刷
幅
三
三
〇
㎜
の

八
色
機
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ダ
イ

カ
ッ
ト
と
コ
ー
ル
ド
箔
ユ
ニ
ッ

ト
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。 

最

高

ラ

イ

ン

速

度

は

毎

分

一
五
〇
ｍ
、
機
械
寸
法(

Ｌ
八

七
〇
〇
〇×

Ｗ
一
二
〇
〇×

Ｈ

一
九
〇
〇)

㎜
。 

   

     

同

機

に

も

国

内

販

売

台

数

一
位
を
誇
る
凸
版
輪
転
間
欠
式

ラ
ベ
ル
印
刷
機
「
Ｊ
Ｎ
Ａ
Ｓ
」

と

同

様

、

印

刷

見

当

自

動

調

整

・

監

視

シ

ス

テ

ム

「A
R

C
S

(

ア
ー
ク
ス)

」
を
搭 

載
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
の 

最
大
の
特
徴
は
、
自
動
補
正
監 

視
機
能
と
履
歴
管
理
機
能
。 

 

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
シ
リ
ン
ダ 

ー
サ
イ
ズ
を
入
力
後
、
自
動
補 

正
機
能
に
よ
り
検
討
を
確
認
し 

自
動
補
正
と
監
視
を
し
、
さ
ら 

に
印
刷
見
当
の
結
果
を
履
歴
に

残
し
、
品
質
の
見
え
る
化
が 

で
き
る
と
い
う
も
の
。 

 
印
刷
機
の
操
作
を
短
期
間
で 

習
得
で
き
る
こ
と
か
ら
、
オ
ペ 

レ
ー
タ
ー
不
足
の
解
消
に
も
役 

立
つ
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て 

い
る
。 

 

同
社
で
は
同
機
の
内
覧
会
を

こ
の
冬
に
予
定
し
て
お
り
、
来

年
度
に
は
発
売
す
る
と
し
て
い

ま
す
。 

詳

細

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

。 

h
t
t
p

s
://w

w
w

.s
a

n
jo

k
ik

a

i.c
o

.jp
/ja
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な 

る 
 

ほ 

ど 

・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
第
二
一
八
回

「
三 

條 

機 

械 

製 

作 

所

」 

」 

初のフレキソ印刷機「SMW-Tzero-350」 

見当調整、監視の自動化に寄与 

人手不足をスキルレス化と高速化 

 

https://www.sanjokikai.co.jp/ja/
https://www.sanjokikai.co.jp/ja/

